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極地雪氷分科会への寄付のお願い 

 

 極地雪氷分科会は，極地雪氷学の進歩と発展を図ることを目的として，1980 年代

から活動を続けてきました。これまでに毎年総会とミニシンポジウムなどを開催し，

極地雪氷学に関する情報交換の場を提供してきました。 
 一方，財政面では極地雪氷分科会は 1998 年度から会費を徴収しておらず，以前徴

収していた時の会費収入をもとにこれまで 11 年間の活動を継続してきました。しか

しながら，2007 年度末には分科会の残高が 54,336 円になったため，2008 年度の極

地雪氷分科総会の席上で会員の皆様に寄付をお願いし，2008 年度は以下の８名の方

から 8,000 円の寄付をいただきました。会計報告でご説明したように，この寄付金は

極地雪氷分科会の HP の更新経費に当てることができました。 
2009 年度の極地雪氷分科会の財政状況について，極地雪氷分科会の役員で検討し

た結果，今年度も「会費の徴収ではなく，分科会員の有志から一人 1,000 円程度の寄

付をお願いしよう」ということになりました。2009 年度の活動計画は以下のように

なっております。この中で，2009 年度も経費がかかるのが，極地雪氷分科会の HP
関連の活動です。この活動を財政面からバックアップしようという方からの寄付をお

待ちしております。よろしくお願いいたします。 
 
●2008 年度の寄付者（敬称略） 
 大畑哲夫，川田邦夫，杉山 慎，鈴木利孝，藤井理行，横山宏太郎，本山秀明，亀田貴雄 
 
●2009 年度の極地雪氷分科会の活動計画 
１．オーガナイズドセッション「NEEM 計画」の開催（９月３０日実施予定） 
２．総会の開催（９月３０日実施予定） 
３．南極観測将来計画検討 WG での研究計画の検討 
４．極地雪氷分科会 HP の更新およびこの HP を利用した極地雪氷に関する情報発信 
５．極地雪氷用語集の改訂 
６．極地雪氷関連のデジタルデータの集積システムの試験運用 

 

 

極地雪氷分科会長：本山秀明 

極地雪氷分科会幹事長：亀田貴雄 

 

 


